
３ 職種別の加入職員の状況

（加入職員数：人） 職種別の加入職員数の推移 ≪平成２３年≫
被共済職員数 ７１９ ９４７人

加入職員数を職種別に見ると、保育士は制度創設当初から現在まで数多く加入していますが、介護職員については制度創設当初は加入が少ない状況に
ありましたが、ゴールドプラン等の国の施策により老人福祉施設が増加したために加入者数も増え、平成２３年では保育士に次いで多くなっています。
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・被共済職員数：７１９，９４７人
・保育士：１８６，１６６人（２５．９％）
・介護職員：１８１，３３４人（２５．２％）

（685,415）

（注）上段（ ）は被共済職員数の総数である。
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≪昭和４２年≫
・被共済職員数：４７，６２７人
・保育士：２４，０３１人（５０．５％）

（236,531）
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・介護職員：１，７４４人（３．７％）

（47,627）
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